



























開催日 題   目 講  師 
10/４(土) 女性の生涯発達とライフキャリアデザイン  法政大学教授 
    宮城 まり子 
11/１(土) 人づきあいが楽しくなる自己表現  日本大学教授 
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                      日本大学教授 佐藤 綾子 
 
 
 キャリアとはそもそも、後期ラテン語の carrãria から発生し、中世フランス語に入って、carriere に
なり、現代英語の career へと語源学的には変化した単語である。この carrãria はさらに遡ると、古代ギ
リシア時代の chariot まで遡ることができる。chariot は、古代の戦闘、競技、凱旋に用いられた2頭立て
１人乗りの馬車である。１頭が引いて１人が後部の座席に乗って凱旋することもあり、おそらくどこかし
らで絵を見る機会もあったはずである。 

























昭和女子大学准教授 藤島 喜嗣 
 
 
 キャリア選択としての就職活動に注目し、2005年度学部卒業生の縦断調査データをもとに青年期女性に
おけるキャリア選択の実態について報告した。  
 希望業種・職種について、専門職志向の学生とそれ以外の一般企業への就職を希望する学生が混在して
いることが明らかになった。このことは、周囲の影響を受け、在学中のキャリア選択に迷いが生じる可能
性を示している。事実、就職活動の進展に応じて希望変更する層が一定数いることが示されており、これ
らの学生に対し、大学がモデルもしくはキャリア形成の道筋を呈示する必要性が示唆された。  
 実際の就職活動について、同年齢他者と比較して遅く開始する傾向が示された。これは、キャリア選択
における意志決定の先延ばしが生じていることを意味している。その一方で、終了時期に関して、就職活
動開始当初は同年齢他者よりも遅く終わると予測していたものの、実際には同年齢他者と同時期に終了し
ていた。この理由として、新卒採用状況が好転しつつあったという社会背景の影響と、周囲に遅れること
を嫌いとにかく内定を得ようとした結果である可能性が考えられた。  
 また、活動内容に関して、非現実的に自己卑下的な対比をしており、この傾向は自発的に行う活動で顕
著だった。このような歪んだ推測は、就職活動時における焦りやストレスにつながった可能性がある。し
かし、就職活動を通じて、精神的健康指標に変化は見られず、むしろ良好な状態を保っていた。これには、
周囲のネットワーク利用、特に家族や友人の情緒的サポートの存在が影響していたと考えられる。  
 中長期的将来展望に対して就職活動というイベントはあまり影響を及ぼしていなかった。30代以降にお
いては仕事と家庭の両立をしているといった展望が一貫して示されており、伝統的性役割観に基づく固定
化された将来展望が示された。大学におけるキャリアデザイン教育と社会人基礎力養成の重要性があらた
めて浮き彫りになった 
